
道
路
や
公
共
施
設
の
整
備
、
環
境
問

題
へ
の
対
応
や
観
光
振
興
な
ど
は
、
こ
れ

ま
で
の
市
町
村
域
を
越
え
て
広
域
的
な
対

応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
南
砺

市
の
建
設
計
画
に
よ
れ
ば
、
土
地
利
用
構

想
で
四
つ
の
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
こ
れ
ま
で

の
町
村
が
持
つ
個
性
や
文
化
を
守
り
活
か

し
な
が
ら
、
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

市　　長 
公職選挙法の規定により、新市設置の日から50日以内に
選挙が行われます。（新市長が選出されるまで、市長の職
務は職務執行者※を定めて行われます。） 

市長と議員について 

議　　員 

平成17年4月30日までは在任特例を適用して現
行の砺波市・庄川町の議員が新市の議員になります。 

砺波市 

南砺市 

砺波市 

南砺市 

現行定数 30人 

公職選挙法の規定により、新市設置の日から
50日以内に選挙が行われます。 

平成17年5月以降 22人 

現行定数 91人 

平成20年以降 30人 

新市設立後初回の選挙 34人 

※合併関係市町村の長であった者の中から定められます 

【原 則】 

【例 外】 

8町村内に同じ字名がある地域は大字の
名称が変更 

城端町 立野原　 南砺市立野原東 
福光町 立野原　 南砺市立野原西 

大字のない区域には新たに大字が付される 

福野町 ○番地　 南砺市 福野○番地 

砺波市○○ 
庄川町は 
「砺波市庄川町○○」 

南砺市○○ 
福野町苗島　南砺市苗島 
利賀村は「南砺市利賀村○○」 
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新しい市が誕生します
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各
地
域
の
良
さ
を
活
か
し
て

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
ま
ち
へ

「
砺
波
市
」
は
現
在
の
砺
波
市
と
庄
川

町
の
合
併
に
よ
り
、「
南
砺
市
」
は
現
在
の

城
端
町
、平
村
、上
平
村
、利
賀
村
、井
波

町
、
井
口
村
、
福
野
町
、
福
光
町
の
八
町

村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
す
。
い
ず
れ

の
市
も
、
平
成
十
四
年
十
二
月
の
任
意

合
併
協
議
会
の
設
置
か
ら
協
議
を
重
ね
、

今
年
四
月
の
合
併
協
定
調
印
、
六
月
の

県
議
会
で
の
廃
置
分
合
議
決
な
ど
を
経
て
、

十
一
月
の
新
市
誕
生
に
至
り
ま
し
た
。

新
し
い
市
に
な
る
こ
と
で
、
行
政
運
営

は
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

県
も
応
援
し
ま
す

県
で
は
「
富
山
県
市
町
村
合
併
支
援
方

針
」
を
策
定
し
、
合
併
協
議
会
へ
の
県
職

「
市
」
に
な
る
こ
と
で
始
ま
る

新
た
な
事
務

町
村
の
と
き
に
は
県
が
扱
っ
て
い
た
事

務
の
一
部
が
、
市
で
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
十
一
月
一
日
か
ら
次
の
手

続
き
に
つ
い
て
は
市
役
所
の
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
活
保
護
等
の
事
務

・
障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
の

支
給
　

な
ど

●
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に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は

県
庁
市
町
村
課

1
0
7
6
（
4
4
4
）
4
5
7
8

小
規
模
な
町
村
で
は
職
員
が
一
人
で
何

役
も
こ
な
す
こ
と
が
多
く
、
専
任
の
職
員

を
十
分
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。

合
併
に
よ
っ
て
現
在
の
市
町
村
の
事
務
事

業
が
一
元
化
さ
れ
れ
ば
、
職
員
の
仕
事
が

専
門
化
す
る
ほ
か
、
新
た
に
専
任
組
織
や

職
員
を
置
く
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、砺
波
市
、南
砺
市
と
も
に
、現
在

の
全
市
町
村
の
庁
舎
で
各
種
申
請
等
の
窓

口
業
務
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
住

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

合
併
に
よ
っ
て
町
村
長
、
助
役
、
収
入

役
、
議
会
議
員
、
一
般
職
員
等
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
、
人
件
費
が
大
幅
に
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
砺
波
市
は
、
平
成
十

七
年
度
か
ら
十
年
間
で
約
一
割（
三
億
五

千
万
円
）削
減
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
を
検

討
し
て
お
り
、
建
設
事
業
費
も
節
減
で
き

ま
す
。
南
砺
市
で
は
平
成
十
七
年
度
か
ら

十
年
間
で
約
一
割
（
九
億
六
千
万
円
）削

減
で
き
る
見
込
み
で
す
。

行
財
政
の
効
率
化

平成16年11月1日に県内の市町村が合併して、

2つの新しい市「砺波市」と「南砺市」が誕生します。

新市ができるのは、昭和37年に小矢部市ができ

て以来、42年ぶりのことです。

この2つの新しい市が今後どのようなまちづくり

をしていくのかを紹介します。

特
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百万円 百万円 

※道路や学校など、公共的施設建設などのための経費 

財 政 計 画で 見 る経 費 削 減  

砺波市の場合 南砺市の場合 

人件費 

9,210
8,250

17 26 年度 
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

3,584
3,236

17 26 年度 

普通建設事業費※ 

砺波市 

福野町 
井
波
町 

福光町 

城端町 

平村 

上平村 
利賀村 

富山県 

庄川町 

井
口
村 

砺波市役所 

庄川支所 福野庁舎 
南砺市役所 

井波庁舎 福光庁舎 

城端庁舎 

新市の事務所所在地は、現在の
福野町役場となります。なお、現在
の各町村役場は、次のような形で
業務を分担します。 

市 章 

市 章 

自然、文化、交流が織りなす 
創造とやすらぎの南砺市 

庄川と散居に広がる 
健康フラワー都市 

人口  49,064人※（県内5番目） 
面積  126.96km2（県内13番目） 

※富山県人口移動調査より（平成16年8月1日現在） 

分庁舎・行政センター 

行政センター 

新市の事務所は現在の砺波市役
所となります。庄川町役場は「庄
川支所」として各種申請等の窓口
業務を行います。 

人口  58,771人※（県内3番目） 
面積  668.86km2（県内最大） 

分庁舎 各部局など行政機構を分担
〈城端、井波、福野、福光〉 

行政 
センター 

各種申請等の窓口業務を実施
〈8町村役場全てに設置〉 

員
の
参
画
な
ど
を
通
じ
て
砺
波
市
、
南
砺

市
の
設
立
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
新
市
へ
の
県
職
員
派
遣
や
新

市
か
ら
の
研
修
生
受
け
入
れ
な
ど
の
人
事

交
流
を
行
っ
た
り
、
市
町
村
合
併
特
例
交

付
金
※

と
し
て
砺
波
市
に
二
億
円
、
南
砺

市
に
八
億
円
を
交
付
し
た
り
す
る
な
ど
、

二
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

※
合
併
関
係
市
町
村
数
に
一
億
円
を
乗
じ
た
額
を

合
併
市
町
村
に
交
付
す
る
も
の

民
は
市
内
い
ず
れ
の
窓
口
も
利
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
利
便
性
も
向
上
し
ま
す
。
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